
幼保連携型

認定こども園和光

社会福祉法人 和光会

幼保連携型認定こども園和光



運営法人  社会福祉法人 和光会

法人設立  昭和 52年 11月

開園 昭和 53年 4月 に乳児専門として保育開始

移転 平成 23年 4月 に就学までの保育開始

移行 平成 27年 4月 に幼保連携型認定こども園ヘ

定員 平成 23年度 90名

平成 24年度 120名

平成 26年度 160名

平成 28年度 175名

平成 31年度 205名 令和 2年度～ 210名
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年齢

満 歳

保育の必要量の認定基率

3号認定
保育短時間
8時間
48時間～/月

保育標準時間
11時間
120時間～/月

黄色組 (2歳児)

子育て支援センター

不ロ ノヒ

2号認定
保育短時間
8日寺間

48時間～/月

保育標準時間
11時間
120時間～/月

1号認定
41寺問

就労制限なし

労働時間



700 830

延長保育

100円

延長保育

100円

12:30 16:30    1800     1900

上
1号認定

2号認定

及び

3号認定

午後の預かり保育十給食費

300円 /回

延長保育

100円

延長保育

200円

延長保育

100円

延長保育

200円

延長保
甘

‥

Ｉ

Ｉ

ュ

200円

*1 幼児教育・保育の無償化の対象

*2黄色組 3号認定児は、満 3歳になった翌月から1号認定になる事も可能です。

ただし1号認定の方は、夏季体暇 8/10～ 8/20、 冬季休日眼12/25～ 1/5、

※給食費の記載は2号認定の方のみに適用されます。

保育標坤時間 11時間  (給食費月―金 4,680円 /月 十土曜 235円 /回 )

教育標準時間

が休園日となります。



令和 5年度 入 のご案内
ご入園までの流れ

入園説明は随時園見学時に行います。

9月 15日 (木) ～入園申し込み書類配布開始

9月 21日 (水) ～入園申し込み受付開始

10月 5日 (水) 受付終了

11月  上旬  親子面談

2月  初旬 入園に関する書類、認定決定通知書 郵送

4月  上旬 3号認定保育料決定通知書 配布



クラス編成

・ 0歳から 1歳 「赤組」 2階

・ 2歳 「黄色組」 1階

・ 3歳 「青 A組」 1階

・4歳 「青 B組」 アトリエ

・ 5歳 「青 C組」 アトリエ



間行事
4月 1日 入園式

保育参加・保育参荏見

運動会

7月 ～ 9月

9月

10月 親子バス遠足 (赤組 0歳児を除く)

11月 赤組黄色組の会 (3歳未満児表現会)

12月 青組の会 (3歳以上児表現会 )

お餅つき

卒園式

月

月
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外部講師によるクラスについて

運動遊び

(カ ワイ体育教室)

黄色組 10月～ (年 10

青組  ほぼ隔週 (年 20

スイミング

(金沢スイミングクラブ)

青 B・ C組

ほぼ隔週 (年 24
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内容について



和光がめざす こども とは

γ生きる為の基礎を培 う場所～

自分で遊びを決める環境から。 主体性0   ●

*年齢毎に育ちや興味のある遊びを用意し、子ども達はその遊びの中から自分のやって

みたい遊びを選んで遊びます。子ども達がやつてみたいと思えるガ衆
~境
を、子ども達の興

味のあり処を探りながら整えていきます。

②「なんでだろう?」 「こうしたらどうだろう?」

とJ[Ekヽ/ヽ、試してみられる環境から。・・探究心

1



*子ども達の好奇心を見逃さず、子ども達の「なんで ?」 「どうなる ?」 を保証してい

く関わりや環境設定をしていきます。

③物事をやり遂げる経験から。・諦めずに挑戦する心
*子ども達が頑張つている姿を見守りながら、物事をやり遂げる経験ができるよう必要

に応じ助言したり、一緒に取り組んだりする関わりをしていきます。

④たくさんの先生、お友達との関わりから。●    0 コ

ヽ
ヽ

ヽ ューケーシ ョ ン L

*人との関わり方は大人が仲介しているばかりでは育ちません。

私達は子ども達を見守りながら、必要な時を見極め仲介したり助言したりしていきます。



⑤自分のペースで行動する環境から・ サ

*保育教諭の指示のもと行動するのではなく、生活に見通しを持って自分の気持ちをコン

トロールしながら行動できる心を育んでいきます。

0   ● い




